
(
敦
信
坊
主
は
後
の
長
繭
寺
な
り
。
但
し
と
の
文
書
の
意
義

不
明
瞭
な
る
も
の
あ
る
の
み
な
ら
歩
、
利
家
が
一
寺
坊
の
参

下
向
を
勧
奨
す
る
と
と
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
案
や

る
に
、
元
利
九
年
間
八
月
所
口
道
場
の
支
配
を
明
民
と
敬
信

門
徒
と
争
論
せ
し
と
と
あ
り
て、

敬
信
側
が
之
を
提
出
し
勝

訴
に
帥
し
た
り
と
い
へ
ば
バ
と
の
際
の
仮
作
に
係
る
も
の
に

あ
ら
ざ
る
か
。
〉

七
用
廿
八
日
。
昼
照
、
前
田
利
家
の
女
加
賀
殿
の
石
川

郡
白
山
・宮
に
奉
納
す
る
額
面
の
裏
書
を
作
る
。

慶

長

年

可
日
一
申
付
一
候
也
。

民

長

二七
月
十
二
日

(
天
平
寺
の
衆
徒
は
天
正
十
年
利
家
に
攻
略
せ
ら
れ
た
る
後
、

鹿
島
郡
筑
篠
山
に
在
り
し
な
り
。
〉

七
用
九
日
。
前
田
利
家
、
本
願
寺
准
如
に
、
そ
の
使
者

下
問
少
武
法
橋
を
探
遣
し
て
不
参
の
末
寺
を
調
査
せ
ん

と
す
る
に
答
ふ
。

七
乃
九
日
。
前
田
利
家
、
鹿
島
郡
天
卒
寺
の
償
徒
に
、

石
動
山
の
替
地
に
還
住
す
る
こ
と
を
許
す
。

【
能
査
部
一
柳
枇
文
書
】
鹿
島
郡

一
二
三

O

石
動
山
坊
中
之
義
、
立
蹄
度
之
旨
候
。
無
一
一
異
儀
一
可
v
被
=
還
位
一
者
也
。

山脱
出-文
京
年
七
月
九

日

揃

g
家

在

印

天
平
寺
目

代

慶

長

一

年

(
貞
享
二
年
由
来
蓄
に
い
ふ
。
能
州
珠
洲
郡
長
橋
村
榊
明
宮

者
人
王
五
十
代
桓
武
天
皇
延
暦
年
中
『件
、
私
先
組士
ロ家
新
蒙
-
一

一
示
現
一
一
例
明
雨
皇
大
榊
善
一
勧
請
一
天
津
山
祭
食
回
一
判
明
宮
与

傘
v

粛
云
々
。
右
の
椋
札
に
組
山
柴
食
間
と
記
し
た
る
も
是
な

る
べ
け
れ
ど
も
、
意
義
不
明
瞭
注
り
。
恐
ら
〈
は
仮
作
友
る

ベ
し
。
〉
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数
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(
本
剛
剛
一
如
カ
)

此
官
訳
書
、
依
-
-
本
願
懇
求
一
大
仰
敗
品
抜
本
願
高
野
山
水
食
興
山
上
人

(

尖

)

在

列

肱
斯
。
本
願
越
前
岡
足
南
郡
波
若
寺
佐
伯
安
養
坊
雄
大
信
都
宰
照

O
 

【
白
山
比
昨
榊
枇
紙
面
裏
書
需
〕

此
文
字
大
党
寺
宮
率
性
親
王
御
筆
也
。

加
賀
閤
石
河
郡
養
老
寺
白
山
妙
理
大
楳
現
枇
到
、
加
賀
大
納
言
殿

御
父
子
、
以
=
御
雨
三
人
抑
制
一
勘
-
一
進
之
一
一
制
之
御
施
主
、
則
加
賀
大

納
言
殿
御
息
女
加
賀
敗
、
太
閤
大
相
閤
秀
吉
北
之
御
方
也
。
其
意

趣
者
、
家
門
繁
昌
、
詩
稲
崎
長
.
天
下
恭
子
可
国
土
安
柴
諸
人
快
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詩
画
他
法
界
平
等
利
徒
一
也
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治
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山

刀
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子
ν
時
座
長
二
町
一
年
七
月
廿
八
日
於
エ
東
山
部
陽
大
善
光
寺
奥
院
-堂同ザ

【
白
山
比
砕
榊
枇
蹴
額
商
】‘
石
川

郡

-

(
匡
)

山
首
位
一件
興
加
賀
大
納
言
盟
富
朝
臣
利
家
卿
・同
東
御
方
岬
卵
子
孫
繁

楽
一
也
。

戸
艇
長
二
年
カ
)

七

月

九

日

本

願

寺

殿御
一
巡
報

(
七
月
九
日
に
於
い
て
前
間
利
家
の
大
納
言
た
り
し
も
の
唯

倍
長
二
年
あ
る
の
み
。
囚
り
て
と
の
年
と
推
定
す
。
)

七
月
十
二
日
。
椴
掲

【
長
問
寺
文
書
】

鹿
島
郡

ニ
一
三
ニ

府
中
誠
之
留
守
居
-
一
世
坊
主
門
徒
之
事
、
む
す
め
世
績
に
相
立
候

僚
、
如
=前

hf
参
下
向
可
ν
仕
候
。
若
違
背
の
輩
有
ν
之
伎
は
ど
、
念
皮

【
本
願
寺
文
書
】

以

上

貴
札
之
趣
具
令
-
-秤
見
一
候
。

的
而
御
末
寺
頃
致
=
不
参
一
付
而
、
貫
一
御

(
郡
雌
)

改
使
一
下
問
少
武
法
橋
被
=
差
下
一
候
。
委
制
得
=
其
意
-存
候
。
鰍
ν

然
例

法
之
批
判
排
計
候
一
像
、
如
何
様
一
一も
少
成
法
橋
次
第
ェ
候
。
若
違

背
之
輩
於
=
御
座
候
一
者
念
度
可
-
-
陶
1

付
一
候
。
様
子
少
武
法
橋
可
ν
賓
一
演

説
一
候
。
恐
h
H

謹
言
。
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